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は じ め に
人が不死の仙人となるという考え方である神仙思想は、 いわゆる道教(1)が生まれる以前か ら
存在 していた。
魯迅はかつて 「中国の根柢 はすべて道教にある(2)」と述べたが、道教のさらに根柢 にあるの
が神仙思想であろう。
一般に宗教は 「死」を問題 とする。死後の世界を想定 し、死後、魂がどのように救済される
のかといった問題に言及することが多い。死後の世界が存在するという世界観においては、
「死」 はその先に何 ものも存在 しないというゴールではな く、 死後の世界へと誕生す る出発点





問題 はここに不老不死の人である 「仙人」がわりこんで くることである。宗教が死後の世界




そのような伝統的な中国の宗教観念のなかで、 「魂」 だけでなく 「肉体」 も不老不死となる
仙人の存在 というのはやはり異質である。 「不死の存在」 となろうとすることは 「神の領域」
を侵犯することであり、実際、道教でいう 「神仙」は神の領域に近づき重なりあっている。
ただ し 「神仙思想」は初期のものと 「道教」にとりいれられたものとでは径庭がある。道教













る。 この話は死者の魂があの世にゆくために棺に入れ られて埋葬される話の屈折 した形ではな
いかと思われる。棺はあたかも繭やサナギのようなもので、いったんそこにこもることによっ
き
て、人は鬼(霊 魂)と してあの世 に生まれでる。尸解仙は、その際、肉体までもが不死 となっ
て生 まれ変わった人のようにおもわれる。
一、僊(仙)と 魂 につ いて
「仙」 は、 どの よ うな意 味 で、 なぜ仙 人 や神仙 を さす よ うに な った のだ ろ う④。仙 は もと
「僊」 と書 かれていた。「仙」 は隷書か らは じめてあ らわれ る。山 にすむ人 とい う概念で ある。
鏡銘 に 「山人子喬」 とみえる(5)。ここも 「さん じん」 ではな く 「せん じん(せ んにん)」 とよ
むべ きなのだろう。 「山」→ 「仙」 とな った ようだ。




また 「遷」は 「死者を殯するために、板屋などに遷す意」、「暮」 も 「死没 した人を輿 ぐ意」
とされる。白川静 によれば、暮 ・遷 ・僊は、すべて死者 を殯の場所に遷す意味で 「殯」と
「僊」はふか く関わる。






千歳、世を厭えば去 りて上 り僊 り、彼の白雲に乗 り、帝の郷に至らん。
とみえる。
僊は 「うつる」で、魂は上昇 して天界に到達すると考えられたようだ。
『後漢書』方術伝にみえる王喬は 「天帝独 り我を召すや」 と、天が下 した玉棺のなかに沐浴
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服飾 して横たわった。棺ごとす ぐに埋葬されるが、棺 に入ることが天帝のもとにゆき、賓客 と
なるための方法 とされている。
『山海経』 大荒西経には夏后開(啓)が 二頭の龍に乗 り天帝の賓客となったとしるす。龍は
魂や仙人の乗 り物である(7)。『史記』封禅書で黄帝 は龍 にのって昇仙 し、『列仙伝』で も馬師






嘆きて日く、死者の魂は棺槨に帰す。妄 りに飛揚 し、行きて□无 きこと無かれ。万歳の後、
乃ち復た会せん。
とみえ る(10)。
林 巳奈夫 は 「死者 の魂 に、棺槨 の中 にお とな しくしてみだ りに飛 び廻 った りしないや うに、
と言 ひ きかせ るもので ある。 これが正直 なところであ った と思 はれる」 と解釈 して いる。
二、尸解仙の諸例
『列仙伝』の尸解仙
「僊」 の本義が 「魂の昇仙」 とかかわり、葬制のなかでは 「殯」 とつよく結びっいているこ
とを指摘 した。ここではまず 『列仙伝」にみえる尸解仙の例をあげてみたい。『列仙伝』では、
棺を開けると衣服や くっだけが残 されていて肉体が消えていたという形式をとる。ただし 「尸
解」という語は使われない。
巻上に黄帝の昇仙の話がしるされる。それは 『史記』封禅書にもとつく。黄帝の塚には黄帝




『列仙伝』 で尸解 したとみなせるのは鈎翼夫人 ・谷春 ・呂尚である。 平常生 も不完全ながら








て之れを葬 るに棺内に但だ糸履有るのみ。故に其の宮 に名づけて鈎翼 と日う。後ち諱を避
けて改めて弋と為す。廟闔に神祠有り。閣焉に在 り。
楮少孫補筆の 『史記』外戚伝によれば 「使者、夜に棺を持 して往 きて之れを葬 り、封 じて其
の処に識 るす」 とみえ、 その埋葬の様子はあまりにも寂 しいが、『漢書』外戚伝によれば昭帝
即位の後に 「卒二万人を発 し雲陵を起こす」 と大々的に改葬 されたことがわかる。その際に遺
体の所在が不明となったのか もしれず、そのようなことが尸解仙 とされた直接の契機か もしれ
ない。
しか し 「列仙伝」の引用箇所の前の部分に 「清浄を好み」、「飲食すること少なし」と記され
る。これは 「辟穀」であろう。辟穀は濁った穀物の気をとらずに体を清 らかな状態に保 とうと
する考え方で、清 らかな気を呼吸する 「行気」と多 く併用される。清 らかな食物 と気を摂取 し
て清らかな仙人の体質に変化させるという原理である。夫人の尸解 は生前すでに肉体的に準備
ができていた。『列仙伝』はそう解釈 しているようだ。










鉄拐仙人は魂を遊ばせ、七日間もどらぬうちに魄(肉 体)を 焼かれ、餓死者の屍をか りて生 き
かえった(11)。




論仙篇に李少君の記事がみえる。李少君 は漢武帝に不死の法を説いて取 り入 った方士だが、
あえなく病死 した(『 史記』 封禅書)。 それを 『抱朴子』 では尸解 したとする。 まず董仲舒撰
『李少君家録』(13)をもちだす。
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か みち
少君に不死の方有り、而れども家貧 しくして以て其の薬物を市 う無 し。故に漢に出で、塗
を仮るを以て其の財を求め、道成 りて去 る。
ここでは死亡 したのではなく計画的に仙去 したとされる。まず薬物を購入するため財物を求
め、「道(仙 道)」 が完成 したので、死を装 って去 った(仙 去 した)と される。
『漢禁中起居注』にはさらに詳細に尸解の様子が しるされる。
少君の将 に去らんとするや、武帝夢に之れと共に嵩高山に登 る。道半ばにして、使者有 り
龍 に乗 り節を持 し、雲中従 り下りて云 う、「太乙、少君に請 う」 と。帝、覚めて以て左右
す





上士は形を挙げて虚に昇 る。之れを天仙と謂 う。中士は名山に遊ぶ。之れを地仙 と謂 う。
もぬ















るを視 る者 も亦た尸解なり。要 らず目光、毀たず、生人に異なる無きも亦た尸解な り。頭




…死 して更めて生 くる者有 り。頭断たれて已に死 し、乃ち一旁従 り出つる者有 り。未だ斂
めずして尸骸を失う者有り。人形猶お有 るがごとくにして、骨に復する無 き者有り。衣在
り形去 る者有 り。髪脱 して形を失 う者有 り。白日に去 る、之れを上尸解と謂 う。夜半に去
る、之れを下尸解と謂 う。暁に向かい暮に向かうの際にして、之れを地下主者と謂 う。
この文章 は 『剣経』の後に尸解を論 じた箇所を抄写 したものだという。尸解の例がさまざま
に説かれるが、去る時によって三種にわかれるようだ。









ことを特徴とする。 道徳 と仙人の関係は、 秦の始皇帝、漢の武帝などの時代の仙人や 「列仙
伝』 にみえる仙人の伝記などには全 くみえなかった。 その後、『抱朴子』には 「千二百善を積
まなければ神仙になれない(対 俗篇)」 などとされ、道徳と昇仙がむすびっけられる。 もっと
も 『抱朴子』の善行は数えられる程度のものであり、深い反省と思索にもとついた 「善」 とは
いいがたい。
陶弘景はおそ らく 『抱朴子』にみえる道徳と昇仙の関係を発展させたのだろう。陶弘景 は分











馬王堆か ら生 けるがごとき古尸が発掘されたこと、またその古尸の体か ら水銀が検出されたこ













馬王堆漢墓の古尸の発見は驚 くべきものがある。墓主 は漢の恵帝二年(前 一九三年)に 死亡





古尸からは汞(水 銀)と 鉛が検出された。腸内からは辰砂(六 方晶系HgS)、 肝臓 ・腎臓か











馬王堆か ら出土 した文献には 『五十二病方』 などの医書や房中術関係の書籍がある。 『五十
二病方」には丹砂や水銀薬の使用がみえるが、おもに殺菌のための外用薬として使用されてい
る(18)。またこの書は医方書であって神仙思想を説いたものではない。一方、房中術関係の 『十
間』 ・ 『合陰陽』 ・ 『天下至道談』等(19)は長生不老をとく神仙思想の書物である。 しか しこ
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また武帝は、 全国各地に仙薬を探索させているが、 名称 としては 「芝(芝 草)(21)」と 「奇
薬」があらわれるのみである。「奇薬」はめずらしい薬という意味でその成分は不明である。





















中に見える 「余」という一人称は劉歌のことである。 この書の壬巻 「広川王発冢」には広川王
劉去が数えきれないほどの墓をあばいて財宝を略取 したことを記す。
広川王劉去は、景帝の子、広川恵王劉越の孫に当たる。武帝の征和二年(前 九一年)に 広川















余は皆な女子、或いは坐 し、或いは臥 し、亦た猶お立っ者有 り。衣服、形色、生人に異な
らず。
ここでは雲母が しきっめられていた。 「幽王(?～ 前七七一)」 は周の第十二代の王で褒姆を




昔人言 う、雲母もて尸を壅がば、亡入朽ちず。盗、馮貴人の冢を発 くに、形貌生 けるが如
おか









て衣衾無 きも、肌顔色生人の如 し。鬢髪歯爪も亦た生人の如 し。王之れを畏懼 して敢えて
ふさ
侵 し近づかず。還た擁ぎ閉つること旧の如 くす。












られた冢墓である。 ここは雲母ではなく金玉である。 『抱朴子』対俗篇は 「金玉、九竅に在れ
ば乃ち死人之れが為に朽ちず。況んや服食をや」という。『抱朴子』のこの記述も 「西京雑記』
のこの記事を根拠 として書かれているのか もしれない。ただし、李時珍の 「本草綱目』水銀に
引 く 『抱朴子」 は 「金汞、九竅に在れば乃ち死人之れが為に朽ちず。況んや服食をや」 となっ




金を服する者 は寿、金の如 く、玉を服する者は寿、玉の如 し。
という。
「玉」 と 「石」は異なるが、「寿、金石の如 し」は鏡の銘文の常套句である(30)。鏡銘等の吉祥
語の影響 もあるのだろう。













呉丙 は秦漢の際に活躍 した人物である。女を英布 に妻あわせ、その後、漢に応 じ長沙王 と
なった(32)。長沙には馬王堆漢墓があり、時期 もほぼ同じである。


















巫が死体の腐敗をふせぎ、 さらには再生を願っているかのような表現である。 『山海経』 に










丹砂 赭 熾として其の坂に出で、 蜜房郁毓として其の阜を被 う。 山図采りて道を得、 赤斧
服 して朽ちず。
とみえる。
「服 して朽ちず」 という表現は、遺体の腐敗防止とっながっているようにみえる。 山図と赤




童子に反る。毛髪生 じて皆な赤 し…手掌中、赤斧有 り。(巻下)
ここでは 「水瀬を作 り、丹 と消石 とを錬 り」と、まず 「水瀬」すなわち水銀をっ くり、っい
でその水銀と消石とをねりあわせたようだ。その効果としては童子にかえるという若返 りがみ
られる。
晋、葛洪 『抱朴子』 は金丹篇すべてが丹砂の服用の話であり、さまざまな例がのせ られてい
る。ここではその事を指摘するのみにとどあたい。
唐、段成式の 『酉陽雑俎』には死亡した妻に丹薬を飲ませる話が記されている。
…老人、其の二、三丸を遺 りて言 う、「急事有 らば即ち服せよ。歳餘、妻暴かに卒す。数
日、老人の丹の事を億うに方り、乃ち歯を毀ち之れを灌 ぐに微かに煖気有り。顔色生ける
が如 し。今、死 して已に四年、状、沈酔するが如 し。爪甲も亦た長ず。(巻二、壺史)
『唐書』芸文志 は 『酉陽雑俎』 を小説家に分類する。事実 とみなすのは難 しいが、 ここでは
丹の丸薬により死者が生き返ったとされる。 ただし意識 はもどらなかったようだ。 『抱朴子』








この部分は 『本草綱 目』 雲母にも引用されている。 「抱朴子』では、 「金丹」 は草木薬 と異
なって金丹 は火に入れて も消滅せず、土 に埋めても朽ちない、と説明される。仙薬 としての
「雲母」の説明も全 く同様の原理による。『抱朴子』にみられる雲母や金丹など鉱物性の薬物の






「本草綱目』玉は、蜀医、唐慎微の 「証類本草(34)』の文章を引用す る。 これは北魏の李預(35)
の玉の服用例をあげ、玉が実際に防腐効果を挙げていることを示 している。
後i魏の李預、餐玉の方を得、乃ち藍田を采訪す。環璧雑器の形なる者、大小百餘枚を得。












李預の死後、遺言により、七月の暑熱厳 しいお りにも関わらず殯斂 しなか ったが、四日間
たっても体色 は変 じなかった。 『魏書』 によれば、李預の妻の常氏が、玉珠二枚を含玉として
口に含ませようとしたときも、口か らは穢気がたちのぼらなかったとされる。 これを事実とす
るならば、死後、ひどい暑気にもかかわ らず、体内は腐敗 していなかったということになる。
これはこれまでみてきた尸体が腐敗 しなか った例 と引き比べてみて も首肯できる話であろう。









県寺燉三号墓か ら、玉を大量に使用 した墓葬が発見された。いわゆる玉驗葬 とよばれるもので
ある。三十歳前後と推定されている墓主の身体の上 には三三 もの長短 さまざまな珠が人体を囲
むようにならべられ、 また二四 もの大小ふぞろいの玉璧が人体の上下に置かれていた(36)。(図
版3)
『周禮』典瑞には瑳や璧などの用法がのべ られる。一般に玉は、1祭 器、2身 にっける装飾
品、3葬 玉の三種に区別 されるがその境界は曖昧である。生前、身にっけていたものが、その
まま埋葬に用いられることも多 くあったと想像される。 「璧」 は天を祭 る(37)ことなどに用いら
れるが、本来、玉斧 らしい(38)。また棕 は地を祭 る等 とされている(39)が、これもまた本来、腕輪
らしい(40)。文献では天地を祭 る祭器 とされているが、先 にもみたように良渚文化の遺跡では墓
葬に使われていた。
一九九〇年出土の河南省三門峡號国墓地か らは 「玉面罩(綴 玉面羃)」(図 版4)が 発見され
ている。「罩」 は 「おおい」の意味である。玉片は顔面の開口部(目 ・鼻 ・耳 ・口)や 骨の継
ぎ目、急所(印 堂)、 それに髭などの毛髪に類する部分をおおっているようにみえる。 漢代 に
多 くみえる 「玉衣(玉 匣)」(図 版5)は 「玉面罩」の発展形と考えられている。玉衣は顔面を
ふ くむ身体全体を玉片を編んだ鎧ですっぽりと覆 う。それだけにとどまらず口には玲玉、耳に
は耳塞、鼻には鼻塞をっめ、下半身の二竅にも糞塞、陰塞をもちいたとされる。『抱朴子」対
俗篇の 「金玉て九竅に在れば乃ち死人之れが為に朽ちず」や 『西京雑記」の 「兆尸猶お壊れず、
孔竅中、皆な金玉有り」も、おそらく実際例にもとついているのであろう。














お わ り に
「僊(仙)」 は本来、人の 「死(魂 の離脱と昇天)」 と密接に結びっいたことばであったよう
だ。仙人説の原形 と思われる尸解仙 も 「死」 を経由する仙人である。「死」 は魂が離脱 し、 肉









(1)小 林正美 『中国の道教』(創 文社、一九九八年)は 五世紀、南斉の道士、顧歓か ら教主と経典を
備えた道教が始まるという。
(2)「 中国根柢全在道教」魯迅全集(人 民文学出版社、一九八一年)11巻 、三五八頁、180820「 致許
寿裳」。
(3)前 掲 『中国の道教』一六五頁を参照。
(4)拙 著 『不老不死』(講談社現代新書、一九九二年)「 仙 とは何か」、『仙の意味の再検討と道教にお
ける仙の位置付け」(平成4・5年 度一般研究C科 研費報告書、一九九四年)を 参照。
(5)拙 稿 「松喬考」(「古代学研究」137、 一九九七年)を 参照。
(6)拙 稿 「被髪考」(「東方宗教」86、 一九九五年)を 参照。
(7)一 九九六年七月二十日、千田班発表資料、拙稿 「龍の船 と鳥の船」を参照。
(8)曽 布川寛 『崑崙山への昇仙』(中 公新書、一九八一年)を 参照。




(12)拙 稿 「張目吐舌考」(大 阪府立大学紀要45、 一九九七年)を 参照。
(13)董 仲舒に仮託された書だと思われる。
(14)麦 谷邦夫 「陶弘景年譜考略」(「東方宗教」47・48)。 拙稿 「陶弘景」(『中国思想の流れ』、晃洋
書房、一九九六年)を 参照。




(18)こ こにとりあげた部分 も含めて水銀薬のもっ神仙思想における意味にっいては、 拙稿、 「薬物か
ら外丹へ 水銀をめぐる古代の養生思想 一 」(講 座道教巻三、 雄山閣出版、 二〇〇〇年)
を参照。
(19)拙 訳 『十問』 ・ 『合陰陽』 ・ 『天下至道談』等(題 未定)(東 方書店、「馬王堆出土文献訳注シ
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リーズ(仮 題)」(未 刊)を 参照。
(20)『 史記』封禅書等。
(21)後 世、霊芝というきのこをさすが、当初 は 「草」の形をしている。
(22)「 『神農本草経』の神仙観」(日 本道教学会 「東方宗教」77号 、一九九一一年)、 平木康平 ・大形徹
『列仙伝』「総説」(尾 崎正治 ・平木康平 ・大形徹 『抱朴子 ・列仙伝』、角川書店、一九八八年)を
参照。
(23)『 太平御覧』巻八一二所引。四部叢刊本の 『呉越春秋』にはみえない。
(24)『 越絶書』巻一には 「闔盧の冢…下池広さ六十歩、…」で 「瀕」の文字はない。
(25)『 史記』秦始皇本紀。
(26)・岳南 『秦始皇帝陵の謎』(講 談社現代新書、一九九四年)、 一九〇頁を参照。
(27)『 江陵鳳凰山168号 墓西漢古屍研究』(文 物出版社、一九八二年)を 参照。
(28)『 隋書』経籍志は著者名をのせない。新旧 『唐書』は葛洪の撰とする。『西京雑記』序は葛洪が記
すが、そのなかに劉歓のことが述べ られる。
(29)大 父は、父方の祖父をさす場合と、母方の祖父(外 祖父)を さす場合がある。
(30)た とえば孔祥星 『中国銅鏡図典』(文 物出版社、 一九九二年)二 七六頁、 漢 ・博局鏡、 尚方四







(36)劉 大同原著、熊寥訳注 『古玉弁』(芸 術図書公司、一九九三年)、 四五頁、玉驗葬を参照。
(37)『 周禮』春官、大宗伯に 「蒼璧を以て天を祭る」。
(38)林 巳奈夫 「中国古代の祭玉 ・瑞玉」(東 方学報第四〇冊、一九六一年)を 参照。
(39)『 周禮』春官、大宗伯に 「黄綜を以て地を祭る」。





尾崎正治 ・平木康平 ・大形徹 『抱朴子 ・列仙伝』、齟角川書店、一九八八年。
宮川尚志 「尸解仙の観念 と事例」『中国宗教史研究』、同朋社、一九八三年。
吉川忠夫 「日中無影一 尸解仙考 一 」『中国古道教史研究』、同朋社出版、一九九二年。
小南一郎 「尸解の観念 と展開」、説話 ・伝承学会編 『説話一 救いとしての死』、翰林書房、一九九四
年。
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